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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
６
月
の
「
大
阪
府
北
部

地
震
」
や
西
日
本
を
中
心
と
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」、

９
月
に
発
生
し
た
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
な
ど
多
く
の
自

然
災
害
が
発
生
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
70
歳
以
上
の
割
合
が
昨
年
初
め
て

20
％
を
超
え
、
全
国
の
高
齢
者
に
関
す
る
就
業
者
数
が
、
８
０

７
万
人
を
超
え
る
な
ど
、毎
年「
過
去
最
多
」を
更
新
し
て
お
り
、

国
の
高
年
齢
者
雇
用
対
策
に
関
し
て
も
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
期
待
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
認
知
度
倍
増
計
画
〜

み
ん
な
で
広
め
よ
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜
」を
推
進
し
、

様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
、
新
規
会
員
の
確
保
及
び
就
業

先
の
開
拓
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
計
画
を
継
承
し
、
会
員
の
入
会

説
明
会
の
見
直
し
（
予
約
制
随
時
会
員
登
録
へ
の
移
行
）
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
高
年
齢
者
が
地
域
で
働
け
る
場
の
確
保
な
ど
を
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
健
康
と

安
全
就
業
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



◇ 平成30年10月から11月 事故発生状況 ◇◇ 平成30年10月から11月 事故発生状況 ◇会
員
表
彰
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ま
る
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修
会
実
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告
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修
会
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施
報
告

講
習
会
実
施
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せ

講
習
会
実
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せ

事務所 事 故 の 状 況性別 年齢種類 仕事の内容就業中・途上区分 発生日

（３） （２）

　
会
員
表
彰
は
今
年
度
か
ら
式
典

を
開
催
せ
ず
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た

方
々
に
対
し
て
賞
状
と
記
念
品
を

送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
次
の
方
々
の
受
賞
が

決
ま
り
ま
し
た
。

●
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
南
部
事
務
所

　
　
山
口
　
り
よ
子
　
戸
張
　
良
一

　
　
深
谷
　
武
平
　
　
佐
藤
　
照
男

　
　
川
又
　
京
子
　
　
下
川
　
裕
憲

　
　
大
西
　
晃
　
　
　
臼
井
　
玲
子

　
　
髙
野
　
文
雄
　
　
佐
久
間
　
文
子

　
　
阿
部
　
進
一
　
　
寺
本
　
房
江

　
　
小
林
　
重
美
　
　
梅
原
　
弘
　
　
　
狩
野
　
盛
次

　
　
長
谷
川
キ
ヌ
エ
　
中
根
　
茂
　
　
　
青
木
　
定
夫

　
　
土
屋
　
昌
孝
　
　
小
宮
　
穹
　
　
　
石
井
　
節
子

　
　
伏
見
　
敏
　
　
　
梶
　
幸
雄
　
　
　
田
中
　
秀
昭
　

　
　
濱
田
　
恒
利
　
　
小
林
　
ミ
ヨ
子

●
中
部
事
務
所
　

　
　
久
保
　
隆
　
　
　
稲
村
　
章
夫
　
　
藤
江
　
正

　
　
市
川
　
雅
子
　
　
兵
頭
　
節
哉
　
　
山
嶋
　
良
規

　
　
安
藤
　
勇
夫
　
　
新
保
　
克
平
　
　
正
一
　
恂
　

　
　
稲
葉
　
博
　
　
　
宇
佐
美
　
善
愛

●
北
部
事
務
所

　
　
遠
藤
　
政
男
　
　
安
東
　
和
子
　
　
高
木
　
か
ほ
る

　
　
鈴
木
　
昭
男
　
　
西
島
　
正
通
　
　
小
坂
　
大
吉
郎

　
　
星
　
秀
治
　
　
　
戎
　
功
　
　
　
　
市
野
瀬
　
昌
子

　
　
谷
川
　
禎
　
　
　
橋
本
　
建
自
　
　
長
尾
　
昭
二

　
　
宮
城
　
幸
義
　
　
落
合
　
由
紀
　
　
中
島
　
栄
子

　
　
伊
倉
　
す
な
ほ
　
斉
藤
　
保
子
　
　
柏
　
定

　
　
白
倉
　
俊
夫
　
　
清
水
　
惠
子
　
　
佐
々
木
　
恒
治計

58
名

研修風景

記念品 賞状

北部

南部

南部

北部

北部

南部

中部

北部

北部

中部

枝シュレッダーで粉砕作業を行っていた際に、詰まった
ため、手を入れて枝を取り除こうとしたところ、電源が
切れていなかったため、手を挟まれ負傷した。右手人差
し指を骨折、中指、第二関節より切断。

荷物を運搬中、床に落ちていたロープに足を引っ掛け、
手を着いて転倒。右手首を捻挫した。

就業中、小走りで20㎝くらいの段差を上がった際に右足
に痛みが走った。病院で検査をすると、「右足内転筋肉
離れ」と診断された。

保育園の給食室で釜を洗い炊飯器にセットしようと運ん
でいた際に誤って左足（親指）に落としてしまい、痛み
が生じたため、整形外科で受診したところ、骨折していた。

就業のため自宅から徒歩でバス停に向かう途中、水溜り
を避けようとして転倒し、足首を捻挫した。

レジのカゴ補充をしようとした際に、会計を待っていた
方の後方から接触し、手に持っていた携帯電話を落とし、
液晶画面と本体の一部を破損。

除草作業中、刈払機を使用した際に停車中の車に石を飛
ばしてしまいバックドアガラスを割ってしまった。

植木剪定作業中、バリカンを使用していたところ、電話
ケーブルに気付かず切断してしまった。

植木剪定作業中、バリカンを使用していたところ、電話
ケーブルに気付かず切断してしまった。

除草作業中、刈払機を使用した際に、石が跳ねて駐車場
に停車中の車輌にあたり、バックドアのガラスが割れて
しまった。

男

女

男

女

男

男

男

男

男

男

71

71

70

71

80

71

71

75

78

70

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠責

賠責

賠責

賠責

植木剪定

軽作業

軽作業

軽作業

屋内清掃作業

軽作業

除草作業

植木剪定

植木剪定

除草作業

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

就業中

就業中

10月15日

11月15日

11月23日

11月29日

10月17日

10月8日

10月16日

11月8日

11月22日

11月24日

※傷害：南部２件、北部３件　賠責：南部１件、中部２件、北部２件
※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。また、怪我などにより就業継続が困難な場合も同
様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。
※上半期から事故の増加傾向が続いてます。会員一人ひとりが事故を起こさないよう、気を引き締めて安全就業と就業途上の安全確保に
十分配慮してください。
※日頃から、自分自身の健康管理の徹底を！冬場に多い心筋梗塞に気をつけましょう！

～ 冬に起こりやすい主な事故や病気への対策 ～
１　路面凍結による転倒事故
　●靴は滑りにくい物を選び、歩幅は小さくゆっくりと歩きましょう。　
　●雪が降った後の数日間は、路面が凍結していることが多いので特に注意しましょう。
　●雪が降った日や路面に雪が残っている時は、バイクや自転車の利用は控えましょう。
２　インフルエンザ
　●外出先から帰宅した時、料理の前後・食事前など、こまめに手を洗いましょう。
　●十分な睡眠とバランスのよい食事を心掛け、免疫力を高めておきましょう。
　●室内では加湿器等を使って、適切な湿度（５０％～６０％）を保つことが効果的です。
３　入浴中のおぼれ、ヒートショックによる心筋梗塞や脳梗塞
　●脱衣所、浴室、浴槽との温度差による血圧の急激な変化が原因となることがあります。事前に浴室をシャワ

ー等で暖めるなど温度差を小さくするように心掛けましょう。
　●飲酒後の入浴は控えましょう。

受講風景

●
調
理
講
習
会

　
調
理
方
法
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
、
初
心
者
向
き
簡

単
健
康
調
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
調
理
経
験
の

な
い
男
性
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
講
習
会
で
す
。

毎
年
受
講
者
か
ら
大
変
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
配
偶
者
、
お
知
り
合
い

の
方
な
ど
、
お
誘
い
の
う

え
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
24
名（
市
民
募
集
と
合
わ
せ
て
）

講
習
日
時
　
平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

講
習
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き
　
５
階
　
調
理
実
習
室

　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
下
車
約
５
分
）

受
講
料
　
無
料

　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

申
込
締
切
日
　
平
成
31
年
２
月
８
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤

会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
２
１
０
―
０
０
２
６
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

●
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務

就
業
会
員
対
象
接
遇
研
修

平
成
30
年
11
月
26
日（
月
）

研
修
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き
　
４
階
　
会
議
室

参
加
人
数
17
名

　
会
員
の
就
業
態
度
向
上
に
伴
う
講
習
と
し
て
、
自
転
車
等
放

置
防
止
対
策
業
務
に
就
業
す
る
会
員
を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①
講
習
会
開
会
の
挨
拶
と
講
習
会
の
目
的
に
つ
い
て

（
経
営
課
）

②
就
業
態
度
、
応
対
方
法
等
接
遇
の
講
義
（
接
遇
専
門
講
師
）

③
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
心
得
に
つ
い
て

（
川
崎
市
建
設
緑
政
局
　
自
転
車
利
活
用
推
進
室
）

④
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

　（
経
営
課
及
び
南
部
事
務
所
）

⑤
講
習
会
の
総
括
と
作
業
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

（
経
営
課
）

　
講
習
会
で
は
、
各

地
区
で
就
業
し
て
い

る
方
々
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
就
業
方

法
の
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
業
務
や

職
種
を
広
げ
て
接
遇

研
修
を
実
施
、
ま
た

他
の
講
習
会
に
つ
い

て
も
検
討
、
実
施
し

て
参
り
ま
す
。
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濱
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哉
　
　
山
嶋
　
良
規

　
　
安
藤
　
勇
夫
　
　
新
保
　
克
平
　
　
正
一
　
恂
　

　
　
稲
葉
　
博
　
　
　
宇
佐
美
　
善
愛

●
北
部
事
務
所

　
　
遠
藤
　
政
男
　
　
安
東
　
和
子
　
　
高
木
　
か
ほ
る

　
　
鈴
木
　
昭
男
　
　
西
島
　
正
通
　
　
小
坂
　
大
吉
郎

　
　
星
　
秀
治
　
　
　
戎
　
功
　
　
　
　
市
野
瀬
　
昌
子

　
　
谷
川
　
禎
　
　
　
橋
本
　
建
自
　
　
長
尾
　
昭
二

　
　
宮
城
　
幸
義
　
　
落
合
　
由
紀
　
　
中
島
　
栄
子

　
　
伊
倉
　
す
な
ほ
　
斉
藤
　
保
子
　
　
柏
　
定

　
　
白
倉
　
俊
夫
　
　
清
水
　
惠
子
　
　
佐
々
木
　
恒
治計

58
名

研修風景

記念品 賞状

北部

南部

南部

北部

北部

南部

中部

北部

北部

中部

枝シュレッダーで粉砕作業を行っていた際に、詰まった
ため、手を入れて枝を取り除こうとしたところ、電源が
切れていなかったため、手を挟まれ負傷した。右手人差
し指を骨折、中指、第二関節より切断。

荷物を運搬中、床に落ちていたロープに足を引っ掛け、
手を着いて転倒。右手首を捻挫した。

就業中、小走りで20㎝くらいの段差を上がった際に右足
に痛みが走った。病院で検査をすると、「右足内転筋肉
離れ」と診断された。

保育園の給食室で釜を洗い炊飯器にセットしようと運ん
でいた際に誤って左足（親指）に落としてしまい、痛み
が生じたため、整形外科で受診したところ、骨折していた。

就業のため自宅から徒歩でバス停に向かう途中、水溜り
を避けようとして転倒し、足首を捻挫した。

レジのカゴ補充をしようとした際に、会計を待っていた
方の後方から接触し、手に持っていた携帯電話を落とし、
液晶画面と本体の一部を破損。

除草作業中、刈払機を使用した際に停車中の車に石を飛
ばしてしまいバックドアガラスを割ってしまった。

植木剪定作業中、バリカンを使用していたところ、電話
ケーブルに気付かず切断してしまった。

植木剪定作業中、バリカンを使用していたところ、電話
ケーブルに気付かず切断してしまった。

除草作業中、刈払機を使用した際に、石が跳ねて駐車場
に停車中の車輌にあたり、バックドアのガラスが割れて
しまった。

男

女

男

女

男

男

男

男

男

男

71

71

70

71

80

71

71

75

78

70

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠責

賠責

賠責

賠責

植木剪定

軽作業

軽作業

軽作業

屋内清掃作業

軽作業

除草作業

植木剪定

植木剪定

除草作業

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

就業中

就業中

10月15日

11月15日

11月23日

11月29日

10月17日

10月8日

10月16日

11月8日

11月22日

11月24日

※傷害：南部２件、北部３件　賠責：南部１件、中部２件、北部２件
※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。また、怪我などにより就業継続が困難な場合も同
様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。
※上半期から事故の増加傾向が続いてます。会員一人ひとりが事故を起こさないよう、気を引き締めて安全就業と就業途上の安全確保に
十分配慮してください。
※日頃から、自分自身の健康管理の徹底を！冬場に多い心筋梗塞に気をつけましょう！

～ 冬に起こりやすい主な事故や病気への対策 ～
１　路面凍結による転倒事故
　●靴は滑りにくい物を選び、歩幅は小さくゆっくりと歩きましょう。　
　●雪が降った後の数日間は、路面が凍結していることが多いので特に注意しましょう。
　●雪が降った日や路面に雪が残っている時は、バイクや自転車の利用は控えましょう。
２　インフルエンザ
　●外出先から帰宅した時、料理の前後・食事前など、こまめに手を洗いましょう。
　●十分な睡眠とバランスのよい食事を心掛け、免疫力を高めておきましょう。
　●室内では加湿器等を使って、適切な湿度（５０％～６０％）を保つことが効果的です。
３　入浴中のおぼれ、ヒートショックによる心筋梗塞や脳梗塞
　●脱衣所、浴室、浴槽との温度差による血圧の急激な変化が原因となることがあります。事前に浴室をシャワ
ー等で暖めるなど温度差を小さくするように心掛けましょう。

　●飲酒後の入浴は控えましょう。
受講風景

●
調
理
講
習
会

　
調
理
方
法
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
、
初
心
者
向
き
簡

単
健
康
調
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
調
理
経
験
の

な
い
男
性
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
講
習
会
で
す
。

毎
年
受
講
者
か
ら
大
変
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
配
偶
者
、
お
知
り
合
い

の
方
な
ど
、
お
誘
い
の
う

え
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
24
名（
市
民
募
集
と
合
わ
せ
て
）

講
習
日
時
　
平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

講
習
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き
　
５
階
　
調
理
実
習
室

　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
下
車
約
５
分
）

受
講
料
　
無
料

　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

申
込
締
切
日
　
平
成
31
年
２
月
８
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤

会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
２
１
０
―
０
０
２
６
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

●
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務

就
業
会
員
対
象
接
遇
研
修

平
成
30
年
11
月
26
日（
月
）

研
修
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き
　
４
階
　
会
議
室

参
加
人
数
17
名

　
会
員
の
就
業
態
度
向
上
に
伴
う
講
習
と
し
て
、
自
転
車
等
放

置
防
止
対
策
業
務
に
就
業
す
る
会
員
を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①
講
習
会
開
会
の
挨
拶
と
講
習
会
の
目
的
に
つ
い
て

（
経
営
課
）

②
就
業
態
度
、
応
対
方
法
等
接
遇
の
講
義
（
接
遇
専
門
講
師
）

③
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
心
得
に
つ
い
て

（
川
崎
市
建
設
緑
政
局
　
自
転
車
利
活
用
推
進
室
）

④
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

　（
経
営
課
及
び
南
部
事
務
所
）

⑤
講
習
会
の
総
括
と
作
業
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

（
経
営
課
）

　
講
習
会
で
は
、
各

地
区
で
就
業
し
て
い

る
方
々
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
就
業
方

法
の
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
業
務
や

職
種
を
広
げ
て
接
遇

研
修
を
実
施
、
ま
た

他
の
講
習
会
に
つ
い

て
も
検
討
、
実
施
し

て
参
り
ま
す
。



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５） （４）

▲来場者で賑わう会場

パイロンを配置して作業

巡回指導の様子PR活動の様子

巡回指導の様子

受講風景

◀来場者にポケットティッシュを
　配布する会員

▼活動に参加された皆様

◀多くの来場者に
　PR出来ました

★
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）

　
参
加
人
数
17
名

　
今
年
は
秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
心
地
よ
い
日
差
し
を
受

け
な
が
ら
、
幸
区
民
祭
に
ご
来
場
の
多
く
の
市
民
に
会
員

と
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
４
，０
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
市
民
の
方
の
質
問
に
お

答
え
し
た
り
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
等
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
30
年
11
月
８
日（
木
）

　
除
草
班
に
所

属
す
る
３
名
の

会
員
が
就
業
す

る
現
場
を
巡
回

し
ま
し
た
。
会

員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
を

し
っ
か
り
と
連

携
を
取
り
な
が

ら
、手
際
よ
く
、

且
つ
確
実
に
作

業
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
人

が
腰
・
膝
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
作
業
姿
勢
に
注
意
を
は
ら
う
と
と

も
に
、
膝
パ
ッ
ト
を
装
着
し
敷
物
を
敷
く
等
の
工
夫
を
さ

れ
て
お
り
、
除
草
作
業
に
係
わ
る
安
全
適
正
に
就
業
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動　

平
成
30
年
10
月
21
日（
日
）

　
今
年
も
、
会
員
４
名
、
職
員
４
名
で
宮
前
区
民
祭
に
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
内
は
訪

れ
た
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
会
員
と
職
員
が

会
場
内
の
各
所
で
「
会
員
募
集
」、「
就
業
開
拓
」
の
目
的

で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
２
，０
０
０
個
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
区
役
所
４
階
に
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
示
し
、
市
民
の
方
に
セ
ン
タ
ー
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
30
年
11
月
26
日（
月
）

　
中
部
事
務
所
で
、
植
木
剪
定
作
業
中
の
転
落
事
故
等
が

続
い
て
い
る
た

め
、
植
木
剪
定

作
業
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
現
場
は
車
や

人
通
り
も
多
い

場
所
で
し
た

が
、
作
業
場
所

に
は
パ
イ
ロ
ン

を
配
置
す
る
な

ど
、
安
全
に
作

業
す
る
た
め
の

意
識
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

◆
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
活
動

平
成
30
年
10
月
14
日（
日
）

　
麻
生
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
会
場
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
８
名
の
会
員
と
職
員
が

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
用
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
植
木
作
業
説
明
会

平
成
30
年
10
月
23
日（
火
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
作
業
希
望
者
向
け
に

植
木
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業
上
の
注

意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
ら
は
、「
植

木
作
業
を
き
っ

か
け
に
体
を
動

か
し
、
健
康
を

維
持
し
た
い
。」

等
の
御
意
見
も

い
た
だ
き
き
ま

し
た
。

　
今
回
説
明
会

に
参
加
さ
れ
た

方
々
に
は
、
今

後
の
植
木
作
業

に
お
け
る
御
活

躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

◆
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導平

成
30
年
12
月
５
日（
水
）

　
麻
生
区
内
に
あ
る
建
物
清
掃
業
務
の
巡
回
指
導
を
実
施

し
ま
し
た
。
１
名
の
会
員
が
、
３
階
建
て
ア
パ
ー
ト
の
共

有
部
分
の
清
掃
作
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
道
具
類
の
整
理
整
頓
を
は
じ

め
、
居
住
者
の
出
入
り
の
少
な
い
時
間
帯
を
選
ん
で
作
業

を
す
る
な
ど
、
入
居
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
も
あ
る
た
め
、
体

調
管
理
に
留
意
し
て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５） （４）

▲来場者で賑わう会場

パイロンを配置して作業

巡回指導の様子PR活動の様子

巡回指導の様子

受講風景

◀来場者にポケットティッシュを
　配布する会員

▼活動に参加された皆様

◀多くの来場者に
　PR出来ました

★
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）

　
参
加
人
数
17
名

　
今
年
は
秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
心
地
よ
い
日
差
し
を
受

け
な
が
ら
、
幸
区
民
祭
に
ご
来
場
の
多
く
の
市
民
に
会
員

と
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
４
，０
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
市
民
の
方
の
質
問
に
お

答
え
し
た
り
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
等
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
30
年
11
月
８
日（
木
）

　
除
草
班
に
所

属
す
る
３
名
の

会
員
が
就
業
す

る
現
場
を
巡
回

し
ま
し
た
。
会

員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
を

し
っ
か
り
と
連

携
を
取
り
な
が

ら
、手
際
よ
く
、

且
つ
確
実
に
作

業
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
人

が
腰
・
膝
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
作
業
姿
勢
に
注
意
を
は
ら
う
と
と

も
に
、
膝
パ
ッ
ト
を
装
着
し
敷
物
を
敷
く
等
の
工
夫
を
さ

れ
て
お
り
、
除
草
作
業
に
係
わ
る
安
全
適
正
に
就
業
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動　

平
成
30
年
10
月
21
日（
日
）

　
今
年
も
、
会
員
４
名
、
職
員
４
名
で
宮
前
区
民
祭
に
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
内
は
訪

れ
た
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
会
員
と
職
員
が

会
場
内
の
各
所
で
「
会
員
募
集
」、「
就
業
開
拓
」
の
目
的

で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
２
，０
０
０
個
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
区
役
所
４
階
に
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
示
し
、
市
民
の
方
に
セ
ン
タ
ー
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
30
年
11
月
26
日（
月
）

　
中
部
事
務
所
で
、
植
木
剪
定
作
業
中
の
転
落
事
故
等
が

続
い
て
い
る
た

め
、
植
木
剪
定

作
業
現
場
の
巡

回
指
導
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
現
場
は
車
や

人
通
り
も
多
い

場
所
で
し
た

が
、
作
業
場
所

に
は
パ
イ
ロ
ン

を
配
置
す
る
な

ど
、
安
全
に
作

業
す
る
た
め
の

意
識
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

◆
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
活
動

平
成
30
年
10
月
14
日（
日
）

　
麻
生
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
会
場
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
８
名
の
会
員
と
職
員
が

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
用
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
植
木
作
業
説
明
会

平
成
30
年
10
月
23
日（
火
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
作
業
希
望
者
向
け
に

植
木
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業
上
の
注

意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
ら
は
、「
植

木
作
業
を
き
っ

か
け
に
体
を
動

か
し
、
健
康
を

維
持
し
た
い
。」

等
の
御
意
見
も

い
た
だ
き
き
ま

し
た
。

　
今
回
説
明
会

に
参
加
さ
れ
た

方
々
に
は
、
今

後
の
植
木
作
業

に
お
け
る
御
活

躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

◆
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導平

成
30
年
12
月
５
日（
水
）

　
麻
生
区
内
に
あ
る
建
物
清
掃
業
務
の
巡
回
指
導
を
実
施

し
ま
し
た
。
１
名
の
会
員
が
、
３
階
建
て
ア
パ
ー
ト
の
共

有
部
分
の
清
掃
作
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
道
具
類
の
整
理
整
頓
を
は
じ

め
、
居
住
者
の
出
入
り
の
少
な
い
時
間
帯
を
選
ん
で
作
業

を
す
る
な
ど
、
入
居
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
も
あ
る
た
め
、
体

調
管
理
に
留
意
し
て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。



会
員
作
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
員
作
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（７） （６）

「絵手紙」榎本 佳泰 会員

「海中電柱」（木更津市江川海岸）小林 富明 会員 「雪に煙る朝もやの多摩川」伊藤 勝男 会員

「箱根から見た雲海から昇る朝日」杉山 俊博 会員 「ゲンペイクサギ」（川崎市緑化センター）伊藤 武夫 会員

「招福猫児」（世田谷区：豪徳寺）髙野 裕昭 会員 「タイツリソウ」（町田市：薬師池公園）中村 平八郎 会員

「コサギ」（東京都：上野公園）柴崎 恵一郎 会員「マリンタワー」（横浜市：山下公園）小林 信寿 会員

ま ね き ね こ



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

（７） （６）

　1月25日（金）
　2月25日（月）
　3月25日（月）
　4月25日（木）
　5月27日（月）
　6月25日（火）
　7月25日（木）
　8月26日（月）
　9月25日（水）
10月25日（金）
11月25日（月）
12月25日（水）

平成31年
配分金支払日一覧表

配
分
金
支
払
日

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に、指定された口座へ支払います。

受給者の生年月日

65歳未満の方
（昭和29年１月２日
以降に生まれた方）

65歳以上の方
（昭和29年１月１日
以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

公的年金等の雑所得の額

 Ａ － 700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

（※1）配分金が65万円以下の場合は配分金の額
（※2）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる
　　　場合がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。

［平成30年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

「
認
知
度
倍
増
計
画
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
募
集
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
募
集
内
容
…
「
シ
ル
バ
ー
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
普
及
啓
発
）
に
つ
い
て

　〔
例
〕
…
「
区
民
祭
り
」
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、

　
　
　
　
　「
市
政
だ
よ
り
」
へ
の
掲
載
な
ど

※
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
マ
ス
コ
ッ
ト
の
募
集
で

は
あ
り
ま
せ
ん

２
　
募
集
期
間
…
２
月
１
日（
木
）〜
３
月
31
日（
土
）

３
　
応
募
方
法
…
郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ（
書
式
は
自
由
）

　
　【
住
　
所
】　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
経
営
課
　
宛
て

　
　【
F
A
X
】
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

　
　【
電
　
話
】
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

　
従
前
に
お
い
て
は
、
会
員
登
録
全
体
説
明
会
（
月
１

回
）
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
増
強
策
の
一
環

と
し
て
、
新
規
加
入
の
会
員
登
録
方
法
を
平
成
31
年
１

月
17
日
よ
り
、
随
時
に
登
録
可
能
な
「
予
約
制
随
時
登

録
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

〈
予
約
随
時
登
録
の
手
順
〉

　
１
．
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
担
当
事
務
所
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
２
．
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
電
話
で
事
前
予
約

を
さ
れ
て
か
ら
担
当
事
務
所
に
お
越
し
下
さ

い
。

　
＊
会
員
登
録
に
は
、
手
数
料
と
し
て
１
，０
０
０
円

が
必
要
で
す
。
　

〈
担
当
事
務
所
〉

　
○
川
崎
・
幸
・
中
原
区
在
住

南
部
事
務
所
（
☎
２
２
２
―
１
５
５
０
）

　
○
高
津
・
宮
前
区
在
住

中
部
事
務
所
（
☎
８
２
２
―
５
０
３
１
）

　○
多
摩
・
麻
生
区
在
住

北
部
事
務
所
（
☎
９
８
０
―
０
１
３
１
）

〈
受
付
時
間
〉　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
及
び
昼
間
（
12
時
〜

13
時
）
は
除
く

◆
配
分
金
と
所
得
に
つ
い
て

【
新
規
会
員
登
録
方
法
の

　

 

「
予
約
制
随
時
登
録
」へ
の
移
行
に
つ
い
て
】

　
昨
年
１
年
間
（
就
業
期
間
は
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
平
成
30
年
11
月
に
な
り
ま
す
。）
に
お
支
払
い
し

た
配
分
金
の
証
明
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
と
同
様
に
「
圧
着
は
が
き
」
で
郵

送
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な

書
類
で
す
の
で
、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
て
破
棄
し

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金

は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
原
則
的
に
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
30
年
中
の
収
入
が
配
分
金
の
み
の
場

合
、
配
分
金
額
が
１
０
３
万
円
以
下
の
方
は
、
税
務
署

に
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
中
の
収
入
が
配
分
金
と
公
的
年
金

の
み
の
場
合
、
左
の
速
算
表
で
算
出
し
た
公
的
年
金
の

雑
所
得
の
額
と
配
分
金
か
ら
65
万
円
（
※
１
）
を
差
し

引
い
た
額
の
合
計
金
額
が
38
万
円
以
下
の
方
（
※
２
）

も
、
税
務
署
へ
の
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
配
分
金
と
公
的
年
金
以
外
に
他
の
収
入
が

あ
る
場
合
や
、
控
除
対
象
配
偶
者
・
控
除
対
象
扶
養
親

族
に
該
当
す
る
方
（
納
税
者
の
合
計
所
得
金
額
や
年
齢

な
ど
に
よ
り
控
除
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
な

ど
は
、
計
算
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

（参考）
圧着はがきが

配分金支払証明書に
なっています。

（参考）
圧着はがき



介
護
施
設
で
生
き
生
き
と

働
く
会
員
さ
ん

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（３） （８）

就業中の鈴木会員

鈴木会員〈左〉と石井会員〈右〉

紅
葉
み
て  

た
ず
ね
て
歩
く  

多
摩
の
里

　
11
月
中
旬
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
み
う
り
ラ

ン
ド
花
ハ
ウ
ス
」
で
就
業
中
の
３
名
の
会
員
の
う
ち
、

鈴
木
さ
ん
、
石
井
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
小
田
急
線

読
売
ラ
ン
ド
前
駅
か
ら
、
自
然
の
残
る
多
摩
自
然
遊
歩

道
を
歩
い
て
訪
ね
ま
し
た
。紅
葉
の
季
節
、心
地
良
か
っ

た
で
す
。

手
ぬ
き
せ
ず  

感
謝
さ
れ
る  

働
く
手

　
施
設
で
は
入
居
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
と
し
て
２
百
名
近
く
の
利
用
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
３
名
の
会
員
は
、
施
設
職
員
の
手
が
回
ら
な
い

と
こ
ろ
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、「
職
員
の
方
に
良

く
し
て
い
た
だ
き
、
長
く
続
け
て
働
け
て
い
る
。」
と
、

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

気
を
遣
う  

介
護
の
笑
顔  

晴
れ
や
か
に

　
御
高
齢
の
方
が
多
い
中
、
お
仕
事
で
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は

　田
中
事
務
長
さ
ん
の
お
話

　「
利
用
者
様
が
そ
の
人
ら
し
く
自
宅
に
い
る
の
と
同

じ
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
心
が
け
て
い
ま
す
。
３
名
の
会
員
さ
ん
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
御
紹
介
に
よ
り
11
年
近
く
お
仕

事
を
続
け
ら
れ
て
い
て
、
職
員
と
息
の
合
っ
た
仕
事
ぶ

り
が
利
用
者
様
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。」

　鈴
木
さ
ん
の
お
話

　「
男
性
会
員
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
居
室
の
清
掃
、

タ
オ
ル
類
の
整
理
整
頓
、
車
イ
ス
の
清
掃
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
様
を
直
接
介
護
す
る
こ
と
は
な

い
け
れ
ど
、
長
年
の
感
で
そ
の
方
の
体
調
に
気
付
く
こ

と
が
あ
り
、
笑
顔
で
声
か
け
を
し
な
が
ら
、
健
康
面
の

気
配
り
を
し
て
い
ま
す
。」

　石
井
さ
ん
の
お
話

　「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
様
の
居
室
掃
除
、
ベ
ッ

ド
メ
イ
ク
、
家
具
移
動
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
物

を
丁
寧
に
扱
い
、
衛
生
面
に
気
を
付
け
て
丹
念
に
清
掃

し
、
利
用
者
様
が
笑
顔
で
安
心
し
て
過
ご
さ
れ
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。」

取
材
を
終
え
て

　
長
年
の
お
掃
除
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
さ
れ
て
い
る
せ
い

か
、
背
筋
が
シ
ャ
キ
ッ
と
さ
れ
て
い
て
、
は
つ
ら
つ
と

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
介
護
の
現
場
を
見
せ
て
も
ら
い
、
介
護
さ
れ
る
人
、

介
護
す
る
人
み
な
『
楽
し
く
活
き
る
』
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
谷
所
　
一
彦


